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的
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京

都

哲

學

會

規

則

第
ご
除
本
會
ヲ
京
都
哲
學
會
卜
稲
ス

第
一
一
條
本
會
＾
炭
裟
二
於
ヶ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
共
ノ
血
＂
及
ヲ

以
テ
目
的
ト
ス

第
三
條
本
凸
日
＾
前
條
ノ
目
的
ヲ
逹
七
ン
ガ
為
メ
左
ノ
事
粟
ヲ

行
ブ

一
毎
月
一
同
研
究
會
ヲ
開
ク

一
毎
年
公
開
講
演
會
ヲ
開
ク

一

毎

月
I

同
哲
學
研
究
ヲ
褻
行
ス

第
四
條
本
會
ノ
寓
務
所
ヲ
京
都
帝
國
大
學
部
内
＝
云
皿
ク

第
五
條
本
會
ノ
事
業
ヲ
鯉
腎
ス
ル
為
メ
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
骰
ク

]
委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
闘
大
學
文
學
部
哲
學
科
数
官

及
委
員
會
二
於
テ
推
膨
ン
ク
ル
者
ヲ
以
テ
之
二
充
ツ

]
書
記
(
]
名
）
委
員
會
二
於
テ
嘔
託
ス

第
六
條
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
＾
何
人
ニ
テ
モ
會
員
ク

ル
n

ト
ヲ
得
、
學
校
、
岡
書
館
、
数
育
會
．
共
ノ
他
糊
骰
＾

共
捌
骰
ノ
名
ヲ
以
テ
入
令
ス
ル

n
ト
ヲ
得

第
七
條
會
員
＾
會
費
ト
ジ
テ
年
五
抑
曹
前
後
一
一
期
＝
一
分
チ
テ

前
納
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
．

第
八
條
會
員
＾
本
會
ノ
甜
稲
ノ
會
合
二
出
席
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
、
且
ツ
雑
誌
『
哲
學
研
究
』
ノ
配
布
ヲ
受
ク

第
九
餘
本
會
規
即
ノ
改
正
斐
更
＾
委
員
會
ノ
決
醗
二
依
lv

委

員

文
學
博
士

文
學
悔
士

文

學

士

文

學

士

山松本久梵

得克義箕

文
學
膊
士

了

文
學
博
士

文

學

士

西 田

文

學

士

島

文
學
博
士

文

學

士

文

學

士

山

立己英一諦治元夫郎衛男

文
學
博
士

内村田松深谷邊 澤村

啓
芳 俊素岩正

文
學
博
士

文

學

士

坂漉 田

文

學

士

文

學

士

文
學
博
士

重 木 高 高澤植上臼天

野井野

久裔照二 貞

頴敬蔵夫尚肺

京

都

哲

學

會

役

員
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判
1
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o
頁

定

慨

・

九

0

送
・
―
―
五

ア
ド
ル
フ
マ
イ
ヤ
ー
著
・
木
村
雄
吉
闘

生
物
學
思
想
の
危
機
9

証
閑
四
貼

と
す
る
。

依
腺
し
、
祉
會
學
・
法
律
昴
等
の
諸
郷
識
に
よ
り
粽
合
的
に
研
究
せ
る
を
特
色

支
那
祉
會
お
よ
び
支
那
文
化
の
淵
源
を
事
宜
な
ら
び
に
思
想
の
雨
面
よ
り
観

A

5

判
―
―
―
八

0

頁

定
債
―
―
-
•
六
0

送
・
―
―10

古

代

支

那

研

究

察
し
た
る
も
の
に
し
て
、
社
来
の
古
典
の
外
に
古
代
文
字
の
正
確
な
る
材
料
に

マ
イ
ヤ
ー
が
一
九
三
五
年
に
イ
ニ
ナ
で
開
か
れ
た
欝
底
、
自
然
科
學
會
に
出

席
し
て
為
し
た
講
演
に
基
い
て
縛
め
た
も
の
が
本
常
で
あ
り
、
か
つ
て
の
機
械

論
的
生
物
學
に
到
し
て
そ
れ
が
生
騰
の
特
色
あ
る
生
命
を
豫
め
殺
す
こ
と
な
し

に
は
成
果
を
産
み
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
生
物
料
的
生
命
現
象
は
―
つ
の
維

持
的
全
盟
の
精
極
的
表
現
で
あ
る
と
い
ふ
見
地
に
立
つ
て
新
し
い
生
物
撃
の
方

怯
を
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。

小

島

柿

馬

著

廣
瀬
淡
窓
旭
荘
書
翰
集

纂
せ
る
も
の
に
し
て
、
加
ふ
る
に
弟
旭
荘
の
手
簡
を
以
て
し
猶
註
解
と
し
て
は

浩
涸
な
雨
翁
の
日
記
を
参
照
せ
り
。

本
書
は
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
敷
四
基
礎
理
論
中
の
最
初
の
袈
作
で
あ
り
、
こ
こ
に

展
開
せ
る
方
法
は
現
代
の
数
學
に
封
し
決
定
的
な
研
究
法
を
指
示
し
、
そ
の
思

想
は
現
に
焚
展
し
つ
つ
あ
る
数
底
理
論
の
裟
付
を
な
す
も
の
と
い
へ
る
で
あ
ら

う
。
ー
ー
ー
科
駆
古
典
叢
響
ー
ー
ー
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・
中
村
幸
四
郎
繹

幾

何

學

基

礎

論

明
治
維
新
の
功
臣
に
し
て
文
敬
の
啓
褻
に
猫
力
せ
し
淡
窓
の
害
翰
を
萬
集
編

定A
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長
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・
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共
編
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一
會
員
に
あ
ら
ざ
る
眺
誼
者
の
御
注
文
及
び
炭
告
に
闘
す
る

件
は
「
弘
文
堂
帯
房
」
へ
御
申
込
下
さ
れ
度
候

一
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
郵
税
共
前
金
に
て
御
送
り

下
ざ
れ
度
候

一
特
に
節
求
番
及
び
領
牧
害
等
を
要
す
る
拗
合
は
郵
券
四
磁

御
送
付
下
さ
れ
度
候

註

文

規

定
京
都
帝
國
大
學

文

學

｀

部

内

一
本
會
へ
入
會
希
望
者
＾
京
都
市
田
中
西
浦
町
弘
文
堂
書
房

内
京
都
哲
學
會
苑
二
規
定
ノ
會
費
（
前
表
紙
衷
ニ
ア
リ
）
御
納

付
ノ
上
御
申
込
被
下
度
候

一
令
員
ノ
韓
居
入
退
會
等
（
編
斡
事
務
以
外
ノ
一
切
）
ノ
事
務

＾
弘
文
棠
害
房
内
京
都
哲
學
會
へ
御
通
知
被
下
度
候

一
會
費
＾
「
振
杵
口
座
京
都
一
九
五
五
六
番
京
都
哲
學
會
」

苑
―
一
御
柳
込
被
下
度
候
／

】
前
金
切
＞
ノ
場
合
＾
か
面
封
―
-
「
前
金
切
」
ノ
印
章
押
捺
致
ス

ベ
キ
ニ
付
直
二
御
初
込
下
サ
＞
度
候

]
本
誌
ノ
編
輯
二
闘
ス
ル
通
信
及
紹
介
•
新
刊
書
•
寄
贈
雑
誌

等
＾
凡
テ
本
會
宛
二
御
焚
送
被
下
炭
候

京

都

哲

學

會

,¢ •'•~ 

債 定

斤I" -
冊

畑^tiif ' ^ 舟前

金,__., 金~ 冊 数

金i金・金、 定

五月，1＝翌 よ四
塁錢錢錢

不ぃI：金 郵
申申―•

受受錢秩

褻

行

所

弘

文

堂

書

房

京
都
市
左
京
高
田
中
西
浦
町
四
〇

電

話

上

二

0

0
九

蓄

配

給

元

日
本
出
版
配
給
株
式
會
社

東
京
市
稗
田
直
淡
路
町
ニ
ノ
九

印
刷
所
（
西
京
云
＾
）
弘

文

堂

印

刷

部

京
都
市
田
中
酉
禰
町
四

0

印褻

刷行

者兼

八

坂

哉

太

郎

京
都
市
田
中
百
浦
町
四
〇

右
代
表
者

澤

漉

久

敬

編

輯

者

京

都

哲

學

會

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
内


